
黒
海
と
カ
ス
ピ
海
の
間
に
位
置
す
る
ト
ラ
ン
ス

コ
ー
カ
サ
ス
地
方
の
小
国
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
。

イ
ェ
レ
ヴ
ァ
ン
は
そ
の
首
都
で
あ
る
。
国
土
面
積

二
万
九
八
○
○
平
方
キ
ロ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
は
、
往

々
に
し
て
対
立
関
係
に
あ
る
周
辺
諸
国
の
交
差
点

に
あ
っ
て
、
北
は
グ
ル
ジ
ア
、
東
は
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
、
南
は
イ
ラ
ン
、
そ
し
て
西
方
は
ト
ル
コ

と
接
し
て
い
る
が
、
現
在
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
の
出
入

り
は
グ
ル
ジ
ア
か
イ
ラ
ン
と
の
国
境
に
限
ら
れ
て

い
る
。

ア
ル
メ
ニ
ア
文
化
は
こ
れ
ま
で
三
○
○
○
年
近

く
に
わ
た
っ
て
盛
衰
を
見
な
が
ら
も
花
開
い
て
き

た
。
最
大
時
に
は
現
在
の
ト
ル
コ
東
部
及
び
イ
ラ

ク
北
部
地
方
、
イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
、

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
各
国
の
一
部
に
ま
た
が
る
三

○
万
平
方
キ
ロ
の
広
大
な
国
土
を
有
し
た
が
、
紀

元
三
○
一
年
来
の
キ
リ
ス
ト
教
国
家
で
あ
る
こ
の

国
の
歴
史
は
、
戦
争
と
諸
帝
国
の
圧
政
と
で
埋
め

尽
く
さ
れ
て
い
る
。
一
九
世
紀
初
頭
ロ
シ
ア
・
ペ

ル
シ
ア
間
の
争
い
の
の
ち
、
国
は
オ
ス
マ
ン
、
ロ

シ
ア
各
帝
国
に
よ
る
分
割
統
治
下
に
あ
っ
た
が
、

同
世
紀
末
に
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
対
象
と
し
た
民

族
的
迫
害
が
く
り
返
し
起
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九

一
五
年
の
「
統
一
と
進
歩
委
員
会
」（
い
わ
ゆ
る

「
青
年
ト
ル
コ
党
」）
政
権
下
の
オ
ス
マ
ン
軍
に

よ
る
大
虐
殺
に
至
っ
た
。
ア
ル
メ
ニ
ア
側
に
よ
る

と
犠
牲
者
は
一
○
○
万
か
ら
一
五
○
万
人
と
さ
れ

る
（
ト
ル
コ
政
府
は
こ
の
迫
害
が
民
族
抹
殺
を
目

的
と
し
た
組
織
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
主
張

し
、
犠
牲
者
数
に
つ
い
て
も
異
議
を
唱
え
て
い

る
）。
現
在
の
独
立
国
家
と
し
て
の
ア
ル
メ
ニ
ア

■ フォト・エッセイ ■

イェレヴァン
̶̶ 孤立した国、アルメニアの首都̶̶
写真・文

エリック・レヒシュタイナー
Eric Rechsteiner

眼下に街、遠くにアララト山を望む丘の展望台でのカップル
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が
存
在
す
る
の
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
崩
壊
の
渦
中

の
一
九
九
一
年
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。

虐
殺
や
紛
争
を
逃
れ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
達
の
回

帰
の
地
で
あ
る
首
都
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
ン
は
、
厳
か
に

そ
び
え
る
ア
ラ
ラ
ト
山
の
広
い
裾
野
に
あ
る
。
創

世
記
の
中
で
、
ノ
ア
の
箱
舟
が
大
水
の
末
に
漂
着

し
た
岸
と
は
こ
の
山
で
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
人
々
に

と
っ
て
は
聖
地
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
人

々
の
崇
め
て
止
ま
な
い
こ
の
山
は
標
高
五
一
六
五

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
街
を
冷
や
か
に
見
下
ろ
す

の
み
で
、
彼
ら
が
そ
の
万
年
雪
を
踏
み
締
め
る
こ

と
は
な
い
。
ア
ラ
ラ
ト
山
は
一
九
二
○
年
一
二
月

の
条
約
以
来
、
ト
ル
コ
に
属
し
て
い
る
か
ら
だ
。

街
の
歴
史
は
国
自
身
と
同
様
、
再
生
の
歴
史
と

言
え
る
。
紀
元
前
八
世
紀
創
設
の
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
ン

は
、
イ
ン
ド
と
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
の
間
を
行
き
来

す
る
商
人
の
交
易
地
点
と
し
て
発
展
し
、
ペ
ル
シ

ア
人
、
ロ
ー
マ
人
、
ア
ラ
ブ
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
、

ト
ル
コ
人
、
ロ
シ
ア
人
と
そ
の
支
配
者
を
変
え
て

き
た
。
一
六
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
の
オ
ス
マ

た
。
一
六
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
の
オ
ス
マ

ン
帝
国
と
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
ペ
ル
シ
ア
間
の
戦
争

期
に
は
、
双
方
の
権
力
間
に
あ
っ
て
帰
属
が
変
わ

っ
た
。
こ
の
運
命
の
揺
さ
ぶ
り
に
追
い
討
ち
を
か

け
る
か
の
よ
う
に
一
六
七
九
年
六
月
、
大
地
震
が

国
を
襲
い
、
街
は
根
元
か
ら
破
壊
さ
れ
た
。
一
九

世
紀
後
半
以
降
、
そ
れ
ま
で
テ
ィ
フ
リ
ス
（
現
グ

ル
ジ
ア
首
都
ト
ゥ
ビ
リ
シ
の
旧
名
）
や
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ポ
リ
（
現
ギ
ュ
ム
リ
）
な
ど
の
街
と
さ
し

て
変
わ
ら
な
い
規
模
だ
っ
た
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
ン
は
一

都
市
と
し
て
、
ま
も
な
く
首
都
と
し
て
変
化
を
遂

げ
て
い
く
。

イェレヴァンの南、ノラヴァンク修道院（イェレヴァンから 122km行っ
た所）

市場にて、ナルディ（さいころを振って駒を動かす、すごろく
に似た遊び）を楽しむ商人達

アララト山とカール・ヴィラパ修道院（イェレヴァンから 30km行った所）

グルジア

トルコ
アルメニア

イラン
イラク

シリア

クウェート

サウジアラビア

アゼルバイジャン
カ
ス
ピ
海

黒海

グルジア

アルメニア

トルコ イラン

アゼルバイジャン

ロシア

ギュムリ

トゥビリシ

イェレヴァン
アララト山
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一
九
一
八
年
五
月
、
ア
ル
メ
ニ
ア
独
立
共
和
国

が
初
め
て
成
立
し
首
都
と
制
定
さ
れ
る
が
、
そ
の

後
ソ
連
邦
に
包
括
さ
れ
た
ア
ル
メ
ニ
ア
・
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
首
都
と
し
て
存
続
、
よ
う

や
く
一
九
九
一
年
、
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
ン
は
再
度
独
立

を
果
た
し
た
ア
ル
メ
ニ
ア
共
和
国
の
首
都
と
し
て

新
た
な
道
を
歩
み
始
め
た
。

し
か
し
独
立
後
何
年
か
は
苦
し
い
状
態
が
続
く
。

冬
期
、
気
温
が
零
下
二
○
度
ま
で
下
が
る
こ
と
も

珍
し
く
な
い
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
ン
で
、
戦
争
や
経
済
混

乱
の
中
、
人
々
は
ガ
ス
も
電
気
も
通
ら
な
い
暖
房

無
し
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

今
日
こ
の
い
た
っ
て
無
機
質
な
印
象
の
街
を
歩

い
て
い
て
ま
ず
驚
く
の
は
、
な
お
色
濃
く
残
る
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
時
代
の
強
い
影
響
で
あ
る
。
重
々

し
く
立
ち
は
だ
か
る
バ
ラ
色
の
石
造
り
の
建
築
の

中
を
、
時
代
は
ず
れ
の
路
面
電
車
や
車
が
が
た
が

た
と
大
揺
れ
し
な
が
ら
走
っ
て
お
り
、
連
邦
崩
壊

以
来
放
置
さ
れ
た
巨
大
な
工
場
、
旧
式
の
地
下
鉄
、

そ
こ
こ
こ
に
立
つ
記
念
碑
、
公
園
な
ど
も
大
い
な

る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
伝
統
様
式
を
踏
ま
え
、
ロ
シ
ア
語

も
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
。

住
民
約
一
○
○
万
人
の
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
ン
と
、
独

立
か
ら
一
五
年
経
っ
た
今
で
も
成
り
行
き
任
せ
に

放
置
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
国
の
他
の
地
域
と

の
隔
た
り
は
著
し
い
。
国
の
富
が
一
極
集
中
す
る

そ
の
首
都
は
こ
こ
数
年
、
街
全
体
が
埃
に
ま
み
れ

た
巨
大
で
忙
し
な
い
工
事
現
場
の
様
を
呈
し
て
い

る
。
歴
史
あ
る
界
隈
が
そ
っ
く
り
取
り
壊
さ
れ
、

そ
の
跡
に
国
外
在
住
の
新
世
代
の
成
功
者
向
け
の

現
代
建
築
が
現
れ
始
め
た
の
だ
。

旧中央駅前の記念碑

果物や野菜を扱う市場にて

街の中心の地下鉄の入り口
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ソ
連
崩
壊
の
瓦
礫
の
中
で
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
経

済
は
す
ぐ
に
マ
フ
ィ
ア
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置

か
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
瞬
く
間
に
財
を
得
た
権
力

者
達
が
国
の
主
た
る
経
済
活
動
を
仕
切
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
街
の
再
生
復
興
に
お
い
て
重
要
な
鍵

を
握
る
も
う
一
つ
の
勢
力
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
で
あ

る
。
八
五
○
万
人
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
う
ち
国
内

在
住
は
三
五
○
万
人
を
下
回
り
、
移
住
先
で
共
同

体
が
形
成
さ
れ
た
国
は
世
界
中
で
五
○
を
上
回
る
。

国
内
の
不
安
定
な
情
勢
に
疲
れ
果
て
、
ト
ラ
ン
ス

コ
ー
カ
サ
ス
地
方
の
激
烈
な
地
政
に
絶
望
し
、
こ

の
数
十
年
だ
け
で
も
一
○
○
万
人
近
く
が
国
を
去

っ
た
。
彼
ら
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
と
っ
て
は
伝
説
と

な
っ
た
祖
国
と
そ
の
首
都
に
対
す
る
思
い
は
強
く
、

そ
こ
へ
の
投
資
は
惜
し
ま
な
い
。

混
沌
と
し
た
国
の
経
済
体
制
の
も
と
で
、
国
民

の
半
数
以
上
が
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
の
収
入
で
暮
ら

し
、
そ
の
多
く
は
国
外
在
住
の
家
族
か
ら
の
援
助

が
生
活
を
支
え
て
い
る
。
夏
の
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
ン
は

休
暇
を
過
ご
す
家
族
達
の
再
会
の
場
と
な
る
が
、

少
し
も
好
転
し
な
い
国
情
に
向
き
合
い
な
が
ら
生

き
残
り
を
か
け
て
の
暮
ら
し
を
続
け
る
イ
ェ
レ
ヴ

ァ
ン
住
民
た
ち
と
、
成
功
を
収
め
理
想
化
さ
れ
た

故
郷
の
大
地
を
再
訪
す
る
国
際
的
で
裕
福
な
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
両
極
端
が
相
対
し
て
い
る
の
は
、

複
雑
な
思
い
の
す
る
情
景
で
あ
る
。

（ 

エ
リ
ッ
ク
・
レ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
／
写
真

家
）

下町にて、若い女性が洗濯物を広げていた

結婚式の日に出会った家族の男性達

イェレヴァン「リパブリック広場」で行われたコンサートにて

PHOTO

ESSAY

アルメニア/Armen
ia
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